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第 例会定回３ 【 9月 5日～13日 】

借入金・預金の残高

令和５年度特別会計決算

令和５年度一般会計決算 　

令
和
６
年
第
３
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
５
日
〜　

日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計

の
決
算
認
定
」「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び

４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
」「
条
例
の
一
部
改

正
」「
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
」

「
片
品
村
振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
」

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」
等
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

国民健康保険

国民健康保険

簡 易 水 道 事 業

介　護　保　険

下 水 道 事 業 等

後期高齢者医療

    合　　計

歳入決算額
歳出決算額
繰越明許費繰越額
実質収支額

４２億１,７８３万４千円

３１億８，０３３万２千円

基金へ繰入
令和６年度予算へ繰越

内　訳
２億２，０００万円
２億５４３万４千円

（前年度比2億 6,297万 2千円減   ）

（前年度比2億 9,766万 8千円増   ）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４７億５２９万１千円
４２億５，６０７万円

      ２,３７８万７千円
４億２,５４３万４千円

会 計 名 歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和６年度へ繰越
実質収支額

(うち、一般会計から繰入)

6 億 9,541 万 2 千円

8,562 万 7 千円

6 億 7,626 万 8 千円

3 億 374 万 3 千円

6,703 万 7 千円

18 億 2,808 万 6 千円

4,232 万 3 千円 

144 万 1 千円 

3,024 万 5 千円 

1,292 万 7 千円 

51 万 7 千円 

8,745 万 4 千円

歳出決算額

6 億 5,308 万 9 千円

8,418 万 6 千円

6 億 4,602 万 2 千円

2 億 9,081 万 6 千円

6,652 万円

17 億 4,063 万 3 千円

2,200 万円

1,600 万円

3,800 万円

2,032 万 3 千円

144 万 1 千円 

1,424 万 5 千円 

1,292 万 7 千円 

51 万 7 千円 

4,945 万 4 千円

(4,130 万 6 千円）

（2,960 万 9千円）

（1 億 503 万 7 千円）

（1 億 275 万 7 千円）

（2,364 万 8 千円）

(3 億 235 万 6 千円）

簡易水道事業

介　護　保　険

下水道事業等

   合　　 計

０円

１億９,９６１万３千円

０円

４億８,４２５万４千円

６億８,３８６万７千円

１億３,１４３万２千円

４,６４０万円

１億８,０４２万７千円

０円

３億５,８２５万９千円

年度末村債他（借入金）現在高

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

※村債他現在高は千円未満を四捨五入、基金現在高は千円未満切り捨て。

会計名 年度末基金（預金）現在高

※千円未満を四捨五入（基金残高は切り捨て）しています。
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令和５年度　片品村振興公社㈱ の経営状況の報告

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

公社の総売上　　  　　　 ６億 1,451万 2千円　
公社税引前の当期利益額　　　 1,452万 1千円
公社税引後の当期利益額　　　　842万 1千円

入館者数　  127,372人（前年度123,971人）
（村外利用者101,197 人、79.4%）
売上代金　　　　    ＋1億 4,361万 1千円
仕入代金　　　　　　      －4,362万 5千円
販売管理費 　         －1億 1,555万 7千円
営業外損益　　　　　　 　　　　＋10万円
税引前の当期損失額　　  ▲1,547万 1千円

入館者数　  33,419 人（前年度32,000人）
（村外利用者20,974 人、62.8%）
売上代金　　　　 　　   ＋1,580万 3千円
仕入代金　　　　　　       －136万 3千円
販売管理費 　               　　－1,193万円
営業外損益　　　　　    　　　　  －1万円
税引前の当期利益額　　　　  　　250万円

利用者数　  188,139人（前年度182,250人）
売上代金　　　　    ＋2億 4,919万 6千円
仕入代金　　  　     －1億2,903万 9千円
販売管理費 　            －1億 839万 3千円
営業外損益　　　　   　   　＋10万 7千円
税引前の当期利益額　 　　  　　1,187万円

アウトドア事業所
オグナほたかスキー場
ほたか牧場キャンプ場（ （

▲

利用者数　  51,379人（前年度65,107人）
売上代金　　　　    　＋2億590万 2千円
仕入代金　　  　     　　　　－1,817万円
販売管理費 　           －2億753万 8千円
営業外収益　　　　        ＋3,542万 9千円
税引前の当期利益額　  　  1,562 万 3千円

※千円未満を四捨五入してありますので、集計した際に誤差が出る場合があります。

令和５年度の村債は、２億７,５２０万円
である。
細工屋橋橋梁長寿命化対策工事、県営牛
の平地区水利施設保全高度化事業、村道

の舗装維持修繕工事、武尊牧場キャンプ場グラン
ピング施設整備工事などのハード事業の他、スク
ールバス管理運営などのソフト事業にも充当され
ている。

村税の収納率は８３.２％であり、前年度
より０.５ポイントの減となり、収入未済
額は１億３,４２９万６,１５４円で、前年
度より５８９万５,３６４円の増となって

いる。収入未済額については、固定資産税が多く
を占めていて、今後も引き続き早期の滞納整理な
ど適切な処理が必要である。

地方交付税は２３億９４３万１,０００円
で、前年度より２１１万８,０００円の減
収となっており、歳入総額の４９.１％を
占めている。

国国民健康保険税の収納率は８１.８％で、
前年度より０.４ポイント低くなっている。
療養諸費に対する１人あたりの保険者負
担分は２７万６,１７４円（年間）で、前

年度より９,７７２円増加している。被保険者の高
齢化や医療の高度化、 医薬品の高額化等による医
療費の増大など、非常に厳しい運営が予想される。水道料の収納率は、６１.２％であり、公

営企業会計へ移行するための年度末の処
理上の都合により、前年度より８.０ポイ
ント低くなっている。堅実な運営を図る
ため、未収金の解消に特に努力されたい。

下水道への加入率は６５.９％で、前年度
から変わっていないが、更なる上積みに
向けて適切な対応を望む。

一般会計及び特別会計の決算は正しく、
証拠書類も良く整理され、会計経理は適
正である。地方分権と行財政改革、人口
減少及び少子高齢化への対応や住民福祉

の拡充など様々な行政問題が山積する中であるが、
住民のニーズをできるだけ速やかに把握するとと
もに、計画的、かつ、効率的な行財政の運営と安
定した事業計画の立案に心掛け、住民福祉の向上
や明るく活気ある村づくりのための施策を望むも
のである。

後期高齢者医療の令和６年３月末現在の
被保険者は８８８人であるが、引き続き
迅速かつ適正な各種医療給付の実施に務
めていただきたい。

員委査 見意審監 査の

村 債

地方
交付税

簡易
水道

介護保険については、高齢化がさらに進
む中、引き続き高齢者に対する介護の問
題が大きな課題となっているが、高齢者
が住み慣れた地域で自分らしく人生を全

うできるよう介護サービスの充実に努力していた
だきたい。

介護
保険

下水道

総 括

後期
高齢者
医療

国民健康
保険

村 税

チェック
します
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令和６年度９月補正 主な一般会計補正

歳　　入

地方交付税

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

村債

合計

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

合計

歳　　出

1,828

196,028

24,664

4,436

14,378

▲12,168

9,494

4,471

77,634

320,765

50,311

▲900

55,736

9,047

942

4,653

155,434

11,442

34,100

320,765

（単位：千円）

一般会計 4,293,254

727,172

696,800

75,600

200,389

320,765

7,967

17,035

2,091

634

4,614,019

735,139

713,835

77,691

201,023

会　計　名 歳入歳出補正前 補正額 補正後

（単位：千円）

国民健康保険

介護保険

下水道事業
収益的支出

後期高齢者医療

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

資金不足比率

実質赤字比率

特別会計の名称

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

資金不足比率 備　　考

令和５年度 ー（赤字0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 5.7 ー

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、大変良好な比率となっています。

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村税や交付税などの収入に
対して、借金返済額がどの
程度の割合になるかを示す
指標です。

ワンポイント解説

*資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20%以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。

片品村条例の一部改正
★花の駅片品の設置及び管理に関する条例
　の一部改正
燃料費及び電気料金等の高騰により、経費削減を
強化しても影響は避けられず、今後の運営につい
て検討し、総合的に判断した結果、入館料の値上
げをせざるを得ないため、施行日を令和６年１０
月１日として条例の一部を改正するもの

★片品村営スノーパル・オグナほたか施設
　利用料徴収条例の一部改正
燃料費及び電気料金等の高騰により、経費削減を
強化しても影響は避けられず、運営を維持してい
く上で、リフト料金の値上げをせざるを得ないた
め、条例の一部を改正するもの

工事請負契約の締結
○契約の目的　　村道6176号線 
　　　　　　　　桐ノ木橋 橋梁補修工事
・契約の方法　　指名競争入札による契約
・契約金額　　　67,100,000円
・契約の相手方　群馬県利根郡片品村大字越本2535番地
                　　 光井工業株式会社
・工　期　　　　契約の日から令和７年３月28日まで

○契約の目的　  村道戸倉・富士見下線
　　　　　　　  落石防止網設置工事
・契約の方法　　指名競争入札による契約
・契約金額　　　70,400,000円
・契約の相手方　群馬県利根郡片品村大字東小川1351番地
　　　　　　　　鈴木特殊土木株式会社
・工　期      　   契約の日から令和７年３月28日まで

　令和５年議案第51号で承認された、村道4076号線 下小川橋 補修工事について、変更
請負契約を専決処分により締結したことの報告で、変更前の契約金額5,610万円を 6,075
万 3千円に変更したもの

　○工事変更請負契約締結について

地方自治法第180条第１項の規定により専決処分の報告がありました
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集
会
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
自
ら
の
施
設
と
い
う
こ
と

で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

考
慮
し
て
い
た
だ
い
て
、
当
面
は
、

現
状
の
費
用
負
担
の
ま
ま
、
地
元

の
負
担
が
　
％
、
上
限
が
　
万
円
、

修
繕
費
用
が
１
３
０
万
円
を
超
え

る
よ
う
な
大
規
模
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
は
村
が
実
施
主
体
と

な
っ
て
修
繕
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

可
能
な
限
り
、
そ
の
現
状
を
維
持

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
片
品
村
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業
補
助
金
と

い
う
も
の
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
区
単
位
で
開
催
す
る
事

業
で
、
お
お
む
ね
　
人
以
上
が
参

加
す
る
行
事
が
対
象
で
、
他
の
補

助
事
業
の
対
象
と
な
る
も
の
や
道

路
愛
護
な
ど
は
対
象
外
と
し
て
い

ま
す
。
補
助
率
が
２
分
の
１
で
上

限
５
万
円
を
補
助
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

問　
　
区
長
と
の
懇
談
会
で
、
か
た

し
な
ま
つ
り
の
時
に
一
緒
に
盆
踊

り
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
考
え
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

問　
　
区
長
か
ら
の
話
で
、
交
通
指

導
員
の
人
材
を
探
す
の
が
だ
い
ぶ

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
働
き
世
代

の
若
い
人
た
ち
が
少
な
く
な
っ
て

い
て
、
６
年
任
期
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
な
か
な
か
後
継
者
を
見
つ

け
ら
れ
ず
、
会
議
の
時
に
今
の
交

通
指
導
員
か
ら
「
次
の
人
を
見
つ

け
る
の
を
区
で
お
願
い
し
ま
す
。」

と
い
う
話
が
出
て
、
区
で
も
色
々

と
検
討
は
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、

シ
ル
バ
ー
人
材
の
方
に
お
願
い
す

る
と
い
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
。

問　
　
行
事
が
多
い
地
区
が
あ
り
、

行
事
が
多
い
こ
と
は
良
い
こ
と
だ

が
、
予
算
が
少
な
く
、
で
き
れ
ば

村
に
少
し
で
も
助
成
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
制
度
は
な
い
も
の
か
。

問　
　
消
防
の
ホ
ー
ス
格
納
庫
が
役

場
か
ら
支
給
さ
れ
て
設
置
は
地
元

で
と
い
う
こ
と
だ
が
、
片
品
村
は

豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

今
回
、　
セ
ン
チ
く
ら
い
か
さ
上
げ

さ
れ
た
も
の
が
支
給
さ
れ
た
。
今

ま
で
は
消
防
団
や
地
区
の
人
が
そ

れ
を
設
置
し
て
い
た
が
、
人
手
不

足
等
で
な
か
な
か
設
置
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
相
談
が
あ
っ
た
。

　
消
防
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
詰
所
も
含
め
、
費
用
を
も

う
少
し
村
の
消
防
の
予
算
か
ら
出

し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
交
通
指
導
員
は
村
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
方
に
委
託
を
し
て
い
る
形
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
規
則

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
改

正
を
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
例

え
ば
、
現
職
の
交
通
指
導
員
や
Ｏ

Ｂ
の
方
、
あ
と
は
地
区
の
役
員
に

も
入
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
元

の
警
察
な
ど
、
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

　
地
区
の
伝
統
行
事
は
、
各
地
区

で
開
催
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

で
す
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
村

全
体
の
開
催
と
な
り
ま
す
と
、
規

模
や
場
所
、
そ
れ
か
ら
予
算
、
人

員
等
、
検
討
事
項
が
た
く
さ
ん
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
祭
り
と

一
緒
の
開
催
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

別
の
開
催
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
、
今
後
も
検
討
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
と

い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
例

え
ば
、
単
発
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
単
純

な
駐
車
場
の
整
理
な
ど
、
簡
易
な

業
務
内
容
で
し
た
ら
可
能
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
道
路
に
出
て
長
い

時
間
立
っ
て
色
々
と
指
導
し
た
り

交
通
整
理
と
い
う
の
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ス
の
格
納
庫
は
村
内
で
２

７
５
か
所
あ
り
ま
す
。
か
な
り
傷

ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
す
べ

て
村
で
把
握
し
て
、
村
で
管
理
を

す
る
の
は
不
可
能
な
状
態
で
す
。

地
区
の
方
で
気
が
つ
い
た
ら
連
絡

を
く
だ
さ
い
と
い
う
形
に
し
た
と

し
て
も
、
相
当
の
数
が
来
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
対
応
し
か
ね
る
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

答
（
総
務
課
長
）

答

協
議
事
項

問　
　
区
長
と
の
懇
談
会
の
時
に
出

た
内
容
で
、
各
地
区
そ
う
だ
と
思

う
が
、
だ
い
ぶ
人
が
減
っ
て
き
て

若
い
人
も
い
な
く
、
高
齢
化
も
進

ん
で
い
て
、
住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
屋
根
が
傷
ん
だ
り
し
て
維
持
管

理
費
が
結
構
か
さ
ん
で
き
て
い
る
。

今
は
活
用
自
体
が
少
な
く
、
収
入

も
な
い
よ
う
な
状
態
で
住
民
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
。
今
後
、
も

っ
と
人
数
も
減
る
と
思
う
し
、
災

害
時
の
避
難
場
所
等
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
簡
単
に
な
く
す
と
い

う
状
態
に
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、

村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）

総
務
観
光
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜

20

50

30

30

所
管
事
務
に
つ
い
て

避難場所となっている住民センター

活躍する交通指導員

5
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か
た
し
な
食
堂
の
食
べ
残
し

が
非
常
に
多
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
茹
で
て
し
ま
っ
た
う
ど
ん
な

ど
が
結
構
残
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
例
え
ば
、
残
っ
た
も
の
を
安

く
村
民
の
方
に
提
供
で
き
る
よ
う

な
形
が
取
れ
な
い
も
の
か
。

　
ま
た
、
村
民
キ
ッ
チ
ン
に
設
置

し
て
あ
る
ピ
ザ
窯
の
利
用
が
非
常

に
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と

て
も
高
価
で
良
い
ピ
ザ
窯
な
の
で
、

有
効
利
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問

　
　
こ
の
夏
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
合
宿
支
援
の
利
用
状
況

と
予
算
の
残
り
の
状
況
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
観
光
再
始
動
事
業
に
つ

い
て
、
結
構
大
き
い
金
額
が
出
て

い
る
事
業
だ
と
思
う
が
、
そ
の
概

要
を
お
聞
き
し
た
い
。

問

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
現
状
で
は
、
食
べ
切
れ
な
か
っ

た
も
の
は
持
ち
帰
り
が
で
き
る
よ

う
に
パ
ッ
ク
の
用
意
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
始
め
た
こ
と
で
、

う
ど
ん
が
余
っ
た
り
短
く
残
っ
て

出
せ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
利
用
し
て
ド

ー
ナ
ツ
の
よ
う
に
し
て
、
か
た
し

な
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
を
注
文
す
る

所
で
、
天
ぷ
ら
の
横
に
置
い
て
、

１
つ
　
円
、
３
つ
で
１
０
０
円
で

販
売
す
る
と
い
う
対
策
も
し
て
い

ま
す
。

　
ピ
ザ
窯
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

昨
年
や
今
年
の
冬
は
、
村
民
キ
ッ

チ
ン
で
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
て
、
そ
の
期
間
は
ピ
ザ
窯

が
使
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
前
は
、
１
か
月
で
４
割
か
ら
５

割
く
ら
い
は
、
村
民
キ
ッ
チ
ン
で

ピ
ザ
を
焼
く
の
に
利
用
し
て
い
て
、

現
在
も
半
分
く
ら
い
し
か
利
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
ま
だ

有
効
活
用
が
で
き
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
窯
が
使
え
る
時
間
帯
に

は
、
か
た
し
な
食
堂
で
使
っ
た
り
、

ピ
ザ
を
焼
く
体
験
を
し
て
も
ら
う

な
ど
、
検
討
を
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
１
次
募
集
の
募
集
期
間
が
５
月

７
日
か
ら
５
月
　
日
ま
で
、
事
業

実
施
が
６
月
　
日
か
ら
８
月
末
ま

で
と
い
う
こ
と
で
募
集
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
申
込
み
件
数
が
　
件

で
、
宿
泊
施
設
一
つ
の
団
体
の
利

用
上
限
を
２
団
体
ま
で
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
抽
せ
ん
後
が
　
件
で

す
。
そ
の
申
請
に
対
す
る
補
助
金

の
合
計
額
が
３
２
１
万
６ 

０
０
０

円
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
２
次
募
集
が
、
募
集
期
間

が
６
月
　
日
か
ら
７
月
　
日
ま
で
、

こ
の
事
業
期
間
が
９
月
か
ら
　
月

ま
で
の
期
間
と
い
う
こ
と
で
、
申

込
み
件
数
が
　
件
で
、
抽
せ
ん
後

が
、　
件
に
な
り
ま
し
た
。
補
助
金

の
額
が
１
３
４
万
７ 

０
０
０
円
で
、

１
次
、
２
次
の
抽
せ
ん
後
の
利
用

件
数
は
、
ま
だ
確
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、　
件
と
な
り
ま
す
。

　
合
計
の
補
助
金
の
額
は
４
５
６

万
３ 

０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
て
、

予
算
を
１ 

０
０
０
万
円
で
計
上
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
残
額
が

現
在
５
４
３
万
７ 

０
０
０
円
で
す
。

こ
れ
が
３
次
募
集
と
し
て
、　

月

か
ら
の
事
業
期
間
で
事
業
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
再
始
動
事
業
は
、
昨
年
度
、

国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
事
業

と
し
て
、
補
助
率
　
分
の
　
の
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
業
費
が

１ 

４
６
０
万
円
で
、
村
か
ら
は
事

業
委
託
料
と
し
て
支
出
を
し
て
い

ま
す
。

　
２
０
２
６
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
目
に
加
わ
る
ス
キ
ー
モ
の

体
験
ツ
ア
ー
の
構
築
と
し
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
と
ス
キ
ー
、
ブ
ー
ツ
、
シ
ー
ル

な
ど
の
購
入
に
４
７
１
万
３ 

０
０

０
円
、
そ
れ
か
ら
、
尾
瀬
の
四
季

を
Ｖ
Ｒ
で
体
感
で
き
る
尾
瀬
バ
ー

ス
と
い
う
も
の
を
作
成
し
て
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
操
作
し
て
尾
瀬
ケ
原
を
散
策
体

験
で
き
る
と
い
う
も
の
に
８
１
４

万
円
、
ま
た
、
こ
の
補
助
事
業
の

事
務
局
運
営
費
と
し
て
、
定
例
会

議
や
現
地
事
業
者
と
の
調
整
、
ま

た
は
検
討
会
、
ス
キ
ー
モ
ツ
ア
ー

　
格
納
庫
に
つ
い
て
は
１
基
４
万

円
程
度
の
も
の
を
現
物
支
給
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
の
分
団
に
２
割

の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

元
に
な
る
消
火
栓
に
つ
い
て
は
、

特
殊
な
例
を
除
い
て
、
全
部
を
村

で
全
額
負
担
を
し
て
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
ホ
ー
ス
と
格
納
庫
に
つ

い
て
は
地
元
の
消
防
団
に
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
詰
所
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
、

現
在
、
村
内
８
か
所
に
な
り
ま
す
。

維
持
経
費
の
関
係
も
あ
っ
て
、
統

合
や
廃
止
を
し
て
、
整
理
を
進
め

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
例
え
ば
、

地
区
の
集
会
所
を
詰
所
の
代
わ
り

に
使
っ
て
も
ら
い
併
用
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
施
設
管
理
の
経
費
の

削
減
を
図
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り

ま
す
。
詰
所
単
独
で
設
置
を
し
て

使
用
し
て
い
る
分
団
と
そ
う
で
な

い
分
団
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

詰
所
の
費
用
を
す
べ
て
村
で
持
つ

と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
不
公
平
感

が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
詰
所
の
管
理
に
つ
い
て

も
現
状
の
ま
ま
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

消防ホース格納庫

50

23

12

10

60

10

22

69
43

25

12

11

19

17

村民キッチンのピザ窯

スキーモツアー

，

，
，

，

，

，

，



常 任 委 員 会7

問　
　
か
た
し
な
ま
つ
り
の
費
用
の

明
細
と
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た

点
、
併
せ
て
ア
カ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
に
つ
い
て
も
良
か
っ
た
点
、

悪
か
っ
た
点
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。

が
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
も
う
少
し
準
備
期
間
が

あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
の
通
行
止
め
等
、
規

制
に
関
し
て
連
絡
不
足
な
ど
が
あ

っ
て
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
カ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

観
光
協
会
に
４
０
０
万
円
と
い
う

こ
と
で
事
業
委
託
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
機
材
や

ゲ
ス
ト
の
出
演
費
用
な
ど
で
２
５

０
万
円
、
動
画
撮
影
で　

万
円
、

イ
ベ
ン
ト
の
タ
オ
ル
を
作
る
な
ど

し
て
、
そ
れ
が　

万
円
、
あ
と
は

現
地
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊
交
通

費
、
そ
れ
か
ら
事
前
準
備
打
合
せ

等
で　

万
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

約
５
４
０
人
の
学
生
が
参
加
を
し

て
い
た
だ
い
て
、
賑
や
か
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

良
か
っ
た
点
は
、
そ
の
学
生
さ

ん
方
が
ほ
と
ん
ど
村
内
に
宿
泊
し

て
く
れ
、
５
０
０
人
以
上
が
２
泊

以
上
は
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
直
接
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

反
省
点
と
し
て
は
、
道
の
駅
周

辺
が
イ
ベ
ン
ト
で
賑
や
か
だ
っ
た

こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

一
般
の
お
客
さ
ん
が
食
事
を
し
に

く
い
と
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
い
て
、

そ
の
辺
り
が
今
後
の
課
題
で
あ
り
、

ま
た
、
も
う
少
し
村
民
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
、
村
民
が

楽
し
め
る
よ
う
な
も
の
も
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

答
︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

尾
瀬
か
た
し
な
ま
つ
り
実
行
委

員
会
の
予
算
と
し
て
、
村
か
ら
実

行
委
員
会
に
委
託
料
で
１
０
０
万

円
、
花
火
の
協
賛
金
で
、
村
内
外
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
１
９
０
万
円
、
合
わ
せ
て
２

９
０
万
円
の
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
神
輿
関
係
で
、
休

万
円
と
実
行
委
員
会
に
あ
る
予
算

　

万
円
を
加
え
２
０
０
万
円
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
出
店
関
係
で
、
村

民
の
方
に
も
出
店
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
電
球
の
設
置
等
で
４
万

２ 

０
０
０
円
ほ
ど
、
そ
の
他
、
お

祭
り
の
チ
ラ
シ
、
駐
車
場
の
係
員

の
ベ
ス
ト
、
イ
ベ
ン
ト
の
保
険
、

弁
当
代
等
で　

万
円
ほ
ど
で
、
合

計
で
２
７
８
万
円
ほ
ど
の
支
出
と

な
り
、
今
現
在
、
残
金
が　

万
８

千
円
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
少
し
支
払
い
が
あ
る
の
で
、

確
定
し
ま
し
た
ら
実
行
委
員
会
で

も
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
、
多
く
の
協
賛
を
い
た
だ
き
、

花
火
が
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
神
輿
に
つ
い
て
も
、
担

ぎ
手
の
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

村
外
の
方
に
も
多
く
来
て
い
た
だ

き
、
神
輿
の
担
ぎ
手
が
２
０
０
人

ち
ょ
っ
と
は
い
た
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
半
分
く
ら
い
は
村
外

の
方
の
応
援
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

反
省
点
は
、
第
１
回
目
と
い
う

こ
と
で
、
早
め
早
め
の
準
備
を
心

賑わう尾瀬かたしなまつり

アカペラファンタジー

記事の詳細は
こちらを

ご覧ください。

（
委
員
長
　
小
林
　
政
彦
）

10

21

11

11

44

27

， 憩
所
の
飲
み
物
や
担
ぎ
手
の
方
々

に
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
た
り
、
神

輿
の
団
体
へ
の
謝
礼
等
も
含
め
て
、

　

万
７ 

０
０
０
円
ほ
ど
、
花
火
の

打
ち
上
げ
代
が
、
協
賛
金
１
９
０

49

，

や
ア
ヤ
メ
平
な
ど
で
の
ガ
イ
ド
育

成
研
修
会
、
そ
れ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
で
１
８
８
万
９ 

０

０
０
円
ほ
ど
の
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

，
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答
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
利
根
沼
田
地
域
の
一
般
廃
棄
物

の
処
理
は
、
沼
田
市
外
２
箇
村
清

掃
施
設
組
合
、
利
根
東
部
衛
生
施

設
組
合
及
び
み
な
か
み
町
の
３
か

所
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
老
朽
化
や
少
子
高
齢
化
と
減
量

化
施
策
に
よ
る
ゴ
ミ
の
減
少
も
あ

り
、
現
在
の
ま
ま
で
は
効
率
的
な

処
理
体
制
の
維
持
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
利
根
沼
田
広

域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で
、

ゴ
ミ
の
広
域
化
処
理
に
向
け
た
取

り
組
み
を
本
格
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　
　
土
出
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工

芝
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
傷

ん
で
き
た
時
の
補
修
を
６
区
で
や

る
の
か
ど
う
か
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
小
規
模
な
修
繕
は
、

ほ
か
の
施
設
等
と
同
様
に
最
大
　

万
円
の
２
割
負
担
と
い
う
の
が
適

用
に
な
る
の
か
。

問　
　
小
、
中
学
校
の
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
い
。

委
員

　
桐
生
市
で
は
、
大
型
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
導
入
も
検
討
し
た
中

で
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
仮
に
桐
生
市
が
や
る
と
す
れ

ば
、
群
馬
県
内
で
も
先
進
的
な
事

例
に
な
る
。
将
来
的
に
は
国
へ
の

働
き
か
け
を
し
た
中
で
考
え
る
べ

き
問
題
だ
と
思
う
の
で
、
教
育
長

も
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い

た
だ
き
、
県
の
会
議
が
あ
っ
た
時

な
ど
は
提
案
を
し
な
が
ら
、
国
へ

も
こ
う
し
た
機
運
を
高
め
て
も
ら

え
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
群
馬
県
が
そ
う
い
う
方
向
性
を

出
せ
ば
、
県
内
の
小
、
中
公
立
学

校
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
の
中

で
国
へ
の
働
き
か
け
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。
ま
ず
は
要
望
を
問
題
提

起
す
る
の
が
一
つ
の
仕
事
だ
と
思

う
の
で
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

答
︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　
土
出
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
に

関
し
て
は
、
村
で
補
修
す
る
方
向

で
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

以
外
の
部
分
に
関
し
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
で
考
え
て
い
ま
す
。

答
︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　
最
近
、
こ
れ
だ
け
暑
く
な
っ
て

く
る
と
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、
た
だ

エ
ア
コ
ン
を
付
け
れ
ば
良
い
と
い

う
訳
に
も
い
か
な
い
の
で
、
ど
う

い
う
方
法
が
良
い
の
か
を
色
々
と

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
議
事
項

問　
　
尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

あ
と
　
年
く
ら
い
で
稼
働
し
な
く

な
り
、
利
根
沼
田
一
括
で
処
理
す

る
計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の

進
捗
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
現
在
の
計
画
で
は
、
令
和
５
年

度
に
策
定
し
た
利
根
沼
田
ご
み
処

理
広
域
化
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
度
中
に
施
設
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
施
設
の
候

補
地
は
、
沼
田
市
白
岩
町
の
沼
田

市
外
２
箇
村
清
掃
施
設
組
合
清
掃

工
場
の
用
地
で
、
基
本
計
画
の
策

定
と
並
行
し
て
、
測
量
、
地
質
調

査
及
び
生
活
環
境
影
響
調
査
等
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、
令
和
　
年
度
か

ら
施
設
建
設
に
着
手
し
、
令
和
　

年
度
か
ら
稼
働
開
始
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

産
業
民
教
常
任
委
員
会

〜
委
員
が
慎
重
討
議
し
ま
し
た
〜

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
土
木
工
事
に
つ
い
て
は
、
工

期
が
年
度
内
の
場
合
は
、
年
度
内

で
は
な
く
年
内
に
工
事
が
仕
上
げ

ら
れ
る
よ
う
、
費
用
対
効
果
と
恩

恵
が
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
、

入
札
時
期
を
含
め
て
改
善
し
て
欲

し
い
。

稼働中の尾瀬クリーンセンター

村道の法面吹付工事

　
例
え
ば
、
村
道
７
号
線
、
年
内

に
オ
ー
バ
ー
レ
イ
が
済
め
ば
村
民

や
道
路
を
利
用
す
る
お
客
さ
ん
も

３
か
月
は
受
益
が
早
ま
る
。
そ
う

い
っ
た
観
点
で
物
事
を
捉
え
て
、

本
来
な
ら
３
月
　
日
以
後
に
お
金

を
払
え
ば
良
い
訳
だ
が
、
建
設
業

者
に
も
そ
こ
ま
で
は
待
て
と
は
言

え
な
い
か
ら
、
３
分
の
１
く
ら
い

を
払
っ
て
、
残
り
を
年
度
末
、
工

事
が
終
了
し
た
時
点
の
い
つ
の
支

払
い
が
良
い
の
か
、
そ
う
い
っ
た

配
慮
を
利
か
せ
る
よ
う
な
形
な
ら

業
者
も
協
力
で
き
る
と
思
う
。
変

な
時
期
に
工
事
を
す
る
よ
り
ベ
ス

ト
の
時
期
に
工
事
を
も
っ
て
い
け

る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。
昔
は
よ
く

片
品
村
は
冬
に
な
る
と
工
事
を
や

っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
非
効
率
な

こ
と
で
は
道
も
良
く
は
な
ら
な
い

と
思
う
。

答
︵
副
村
長
︶

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
予
算
が
通

っ
た
も
の
は
、
当
然
、
早
く
発
注

し
て
早
く
完
成
を
す
る
と
い
う
の

が
、
一
番
、
費
用
対
効
果
が
表
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
要
望
事
項
が

か
な
り
の
数
が
出
て
い
て
、
技
術

屋
が
少
な
い
中
で
、
順
次
、
計
画

的
に
や
っ
て
い
る
こ
と
や
、
補
助

事
業
な
り
起
債
が
絡
む
工
事
が
多

く
そ
の
裏
付
け
に
な
る
交
付
決
定

な
ど
が
来
な
い
と
発
注
で
き
な
い

10

14

10

30

31
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答
︵
副
村
長
︶

　
当
然
、
施
設
の
有
効
活
用
は
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
地
元
で
使
い
道
が
無
い
と
い

う
こ
と
で
、
村
も
そ
の
活
用
に
つ

い
て
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
公
募
と
い
う
話
も
出
ま
し
た
が
、

村
内
も
含
め
、
も
し
村
外
の
方
を

対
象
に
公
募
を
す
る
に
は
、
あ
る

程
度
、
こ
う
い
う
活
用
の
仕
方
は

ど
う
で
す
か
と
い
う
形
を
示
し
て

公
募
を
す
る
の
が
、
公
平
な
や
り

方
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
話
が

あ
っ
た
か
ら
貸
す
の
で
は
な
く
、

貸
し
出
す
に
は
、
こ
う
い
う
状
況

で
こ
う
い
う
条
件
に
な
り
ま
す
が
、

ど
う
で
す
か
と
い
う
形
に
し
た
ほ

う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

旧
南
保
育
所
に
限
ら
ず
、
旧
北
保

育
所
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
辺

り
も
、
今
後
、
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
色
々
な
提
案
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
当
局
側
で
も
良
く
研
究
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
委
員
長
　
小
柳
　
紀
一
）

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

働
き
方
改
革
等
に
よ
っ
て
土
木
建

築
関
係
に
お
い
て
も
週
休
二
日
制
、

工
期
を
十
分
に
取
る
よ
う
に
と
い

う
指
導
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
辺
り
も
含
め
て
、
で
き
る

だ
け
の
早
期
発
注
、
早
期
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
今
は
ほ

と
ん
ど
の
工
事
が
前
払
い
金
制
度

を
活
用
し
て
い
て
、　
分
の
４
を
前

払
い
と
し
て
払
っ
て
お
い
て
、
完

成
後
に
精
算
払
い
と
い
う
方
法
を

採
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
県
、
国
に
お
い
て
も
、

最
近
は
色
々
と
補
正
予
算
を
組
む

よ
う
な
年
度
途
中
か
ら
出
て
く
る

事
業
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
要
望

の
中
で
、
こ
れ
は
補
正
で
補
助
事

業
と
併
せ
て
実
施
す
る
ほ
う
が
効 修繕された下小川橋（繰越事業）

果
的
だ
と
い
う
工
事
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
し
て
も
年
度
後
半

に
発
注
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
、
皆
様
も
御
存
じ

の
よ
う
に
、
３
月
に
な
っ
て
予
算

の
繰
越
し
の
手
続
を
、
毎
年
、
何

件
か
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
今
ま
で
は
春
先
の
仕
事

が
無
か
っ
た
も
の
が
、
繰
越
し
に

よ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問　
　
旧
南
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

３
区
か
ら
は
使
い
道
が
無
い
の
で
、

村
に
お
返
し
し
ま
す
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
村
民

で
は
な
く
村
外
の
人
が
使
い
た
い

と
い
う
話
が
あ
っ
た
時
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
村
内
の
希
望
者
が

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
村
外
の
希

望
者
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場

合
に
対
応
で
き
る
の
か
。

有効利用が望まれる旧南保育所

10

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 片品の空

群馬県立尾瀬高等学校
普通科１年 星野埜の風 さん

　
私
の
住
ん
で
い
る
片
品

村
で
は
、
星
が
と
て
も
綺

麗
に
見
え
ま
す
。
理
由
は
、

村
と
い
う
こ
と
も
あ
り
人

が
少
な
く
夜
に
つ
い
て
い

る
電
気
が
少
な
い
か
ら
で

す
。
人
が
多
い
街
と
は
違

い
、
人
の
声
よ
り
も
虫
や

水
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
、

自
然
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
よ

く
伝
わ
り
ま
す
。
普
通
に

過
ご
し
て
い
れ
ば
、
人
が

少
な
い
こ
と
や
電
灯
が
あ

ま
り
な
い
こ
と
は
マ
イ
ナ

ス
に
感
じ
る
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
星

を
見
る
に
は
と
て
も
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
す
。
星
以
外

の
明
か
り
が
周
り
に
あ
る

か
な
い
か
で
景
色
は
変
わ

り
ま
す
。
空
の
色
が
よ
り

一
層
黒
く
見
え
、
そ
れ
に

よ
っ
て
星
の
明
る
さ
が
際

立
ち
、
と
て
も
き
れ
い
な

星
空
に
な
り
ま
す
。

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
営
ん
で

い
る
私
の
家
に
は
、
夏
に

合
宿
を
し
に
高
校
生
が
来

ま
す
。
そ
し
て
、
夜
に
外

に
出
て
星
を
見
て
と
て
も

感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
見
て
「
こ
の
景
色
は
特

別
な
景
色
な
ん
だ
」
と
感

じ
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
と
い
う
便
利
な

も
の
を
誰
も
が
持
っ
て
い

る
現
代
で
は
、
外
に
出
て

夜
空
を
見
上
げ
る
こ
と
は

中
々
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
私
は
一
度
顔
を

上
げ
て
こ
の
き
れ
い
な
景

色
を
目
に
焼
き
付
け
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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アカペラファンタジー 片品村ウォークラリー大会

議 会 活 動 日 誌

月

７
　
　
月

5 日
 〃  
7 日
10 日

11 日
 〃  
13 日
 〃  
14 日

25 日
 〃  

1 日
2 日

4日
6日

 11 日
12 日
18 日
19 日

全国消防操法大会出場分団激励会
国道 120 号金精道路通年通行促進期成
同盟会通常総会
第 89回利根招魂祭
片品村地域交流スポーツ大会
産業民教常任委員会行政視察
片品村敬老会
全国消防操法大会出場分団応援（宮城県）
尾瀬かたしなまつり第３回実行委員会（反省会）
片品村消防団秋季点検

11日
19 日
22 日

 〃  
 〃  
24 日
 〃  
28 日
30 日
31 日
 〃  
 〃  

3 日
5 日
 〃  
 〃  
 〃  
14 日
 〃  
19 日
 〃  
21 日
24 日

 〃  

原水爆禁止国民平和大行進
国道 401 号改良整備促進期成同盟会総会
利根地方総合開発協会理事・代表幹事
合同会議
７月定例利根郡議長会
利根沼田広域圏７月定例議員協議会
非核平和行進
群馬県未来構想フォーラム
第 43回川場まつり
第 74回利根川治水同盟治水大会
利根沼田暴力追放推進協議会定期総会
利根沼田広域圏７月議会定例会
利根沼田学校組合議会議員協議会

沼田まつり大天狗祈願祭
社会福祉協議会理事会
上下水道運営協議会
国民健康保険運営協議会
介護保険運営協議会
越本盆踊り大会
尾瀬戸倉納涼盆踊り大会
８月定例利根郡議長会
利根沼田学校組合議会定例会
群馬県消防ポンプ操法競技会出場分団激励式
群馬県消防ポンプ操法競技会
出場分団応援（前橋市）
猿ヶ京温泉まつり赤谷湖上花火大会

17～18日

7～9日

議会定例会開会
全員協議会（決算説明会）
尾瀬かたしなまつり
福祉パレード
「知的障害者福祉月間記念行事」
総務観光常任委員会
産業民教常任委員会
議会定例会閉会
片品村社会福祉大会
沼田花火大会
檜枝岐村議会との交流会
小口資金融資斡旋審査委員会
尾瀬かたしな秋の収穫祭実行委員会設立総会

議 会 活 動 日 誌

 

９
　
　
　
月

 

８
　
　
　
月

28 日
 〃  
29 日
 〃  
30 日

議会運営委員会
全員協議会
群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会
第５回尾瀬かたしな未来構想委員会
利根郡町村議会議員・議会事務局長研修会

 

８
　
月

10

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
萩
原
　
正
信
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷（
有
）

編  

集  

後  

記

編

集

委

員

狩
野  

孝
夫

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

小柳　紀一

千明　　勉

星野　吉弥

狩野　孝夫

萩原　和典

小林　政彦

視聴方法

～１２月議会を傍聴しませんか！～○傍聴のお知らせ
次回定例会は、12月  6 日（金）の予定です。
 一般質問は、開会初日です。一般質問の質疑応答は片品村公式
ホームページ（HP）の議会録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について
 年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）
配信していますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでも
ご覧いただけます。
　ＱＲコードを読み込
んでください。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
  どちらかをクリック

尾瀬の郷片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について

会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

かたしな
PHOTO

　
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
秋
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
片
品
村
で
も
エ
ア
コ
ン
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
個
人
的
に
夏

は
好
き
で
あ
る
が
、
八
月
上
旬
に
伊
勢

崎
市
に
何
日
か
行
っ
て
い
っ
た
が
、
気

温
四
十
度
越
え
の
猛
暑
日
が
続
い
て
い

て
、
外
に
出
る
と
サ
ウ
ナ
状
態
で
息
苦

し
さ
を
感
じ
る
程
で
さ
す
が
に
暑
す
ぎ

る
の
も
程
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　
昨
年
度
、
議
会
か
ら
提
案
し
た
「
尾

瀬
か
た
し
な
ま
つ
り
」
が
九
月
七
日
に

村
主
催
で
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
り
、
こ
ど
も
神
輿
か
ら
大
人
神

輿
、
終
演
に
は
花
火
が
打
ち
上
あ
が
り

大
変
盛
り
上
が
っ
た
お
祭
り
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
来
年
以
降
も
続
け
て
片
品

村
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
祭
り
に
な

っ
て
い
く
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
行
き
た

い
と
思
う
。

　
こ
れ
か
ら
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
る
が
、
通
り
過

ぎ
る
だ
け
で
な
く
片
品
村
に
留
ま
っ
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
村
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。


